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	応用
	抗原情報
	背景
	GSTP1（グルタチオンSトランスフェラーゼ、π1）はGST3/DFN7とも呼ばれ、多くの疎水性および求電子性化合物と還元型グルタチオンとの抱合を触媒することで解毒に重要な役割を果たす酵素ファミリーです。GSTP1は腫瘍抑制遺伝子のように作用し、不活性化されると腫瘍の増殖につながります。また、このクラスのグルタチオンSトランスフェラーゼは、前立腺癌、肝癌、乳癌において、体細胞CpGislandの過剰メチル化によって不活性化されることが一般的です。GSTP1遺伝子座位における制御配列のメチル化は、前立腺癌の大部分（90%以上）に認められ、転写ダウンレギュレーションと関連しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	GSTP1マウスmAbを用いたPC3細胞溶解物（1）およびヒト小脳組織溶解物（2）に対するウエスタンブロット解析。
	

	GSTP1マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞（左）およびL-02細胞（右）の共焦点免疫蛍光染色。赤：DY-554ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	GSTP1マウスmAb（緑）を用いたPC-3細胞の共焦点免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	GSTP1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	GSTP1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト前立腺組織の免疫組織化学分析。

